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特集　当事者団体と共用品・共用サービス
は
じ
め
に

今
回
の
特
集
で
あ
る
「
当
事
者
団

体
」
と
、「
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ

ス
」
の
つ
な
が
り
は
、
１
９
９
１
年

に
発
足
し
た
共
用
品
推
進
機
構
の
前

身
団
体
で
あ
る
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
91
年
か
ら
２

年
間
か
け
て
行
っ
た
目
の
不
自
由
な

人
た
ち
へ
の
「
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝

る
ま
で
の
不
便
さ
調
査
」
で
は
、
日

本
盲
人
会
連
合
、
弱
視
者
問
題
研
究

会
に
所
属
す
る
人
が
多
く
、
私
達
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
答
え
て
く

れ
た
。
93
年
に
銀
座
ソ
ニ
ー
ビ
ル
で

行
っ
た
「
共
用
品
展
」
に
は
、
聴
覚

に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
も
来
場
さ

れ
、「
次
は
自
分
た
ち
の
不
便
さ
調

査
を
し
て
ほ
し
い
」
と
立
ち
話
で

伺
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
次
年

度
よ
り
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
、
全
日

本
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
団
体
連
合

会
と
共
に
、不
便
さ
調
査
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
車
椅
子
使
用
者
の
不
便
さ
調

査
で
は
、
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

と
共
同
で
不
便
さ
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
後
も
調
査
は
続
け
て
い
る
が
、

当
事
者
団
体
と
の
連
携
は
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。

規
格
づ
く
り
で
の
連
携

そ
れ
は
、
不
便
さ
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
た
課
題
を
ど
う
解
決
す
る

か
、
関
連
業
界
と
共
に
、
当
事
者
団

体
が
共
に
検
討
す
る
ス
テ
ー
ジ
で
あ

る
。
紙
パ
ッ
ク
の
牛
乳
容
器
の
触
覚

識
別
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
種
類

別
触
覚
識
別
な
ど
で
は
視
覚
障
害
関

連
の
当
事
者
団
体
が
、
障
害
の
有
無

に
関
わ
り
な
く
誰
も
が
参
加
し
意
見

が
言
え
る
会
議
に
す
る
た
め
の
規

格
「
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
で
は
、
異
な
る
障
害
の
団
体

が
一
堂
に
会
し
て
議
論
を
重
ね
た
。

高
齢
者
並
び
に
障
害
の
あ
る
人
へ

考
慮
さ
れ
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
創

出
さ
れ
る
た
め
の
規
格
作
成
の
時
も

同
様
に
複
数
の
当
事
者
団
体
が
参
加

し
て
作
ら
れ
た
。

共
用
サ
ー
ビ
ス

２
０
０
１
年
、
郵
政
事
業
庁
か
ら

の
依
頼
で
、
郵
便
局
に
こ
ら
れ
る
高

齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
応

対
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
こ
と
が
、

そ
の
後
も
継
続
す
る
応
対
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
り
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ

の
時
に
も
、
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合

会
を
は
じ
め
数
多
く
の
当
事
者
団
体

と
共
同
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

行
っ
て
い
る
。

異
な
る
不
便
さ
を
か
か
え
る
異
な

る
障
害
の
当
事
者
団
体
間
で
は
、
共

通
の
場
所
に
お
い
て
は
、
議
論
と
検

証
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
横
断

歩
道
と
歩
道
の
段
差
は
、
国
土
交
通

省
の
作
成
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
原

則
２
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
２
セ
ン
チ
は
、
誰
か
が
勝
手

に
決
め
た
数
値
で
は
な
く
、
視
覚
障

害
及
び
車
椅
子
使
用
者
が
加
盟
す
る

全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
等
の
当
事

者
団
体
が
討
議
し
、
さ
ら
に
検
証
を

行
っ
た
結
果
、
２
セ
ン
チ
で
あ
れ
ば

目
の
不
自
由
な
人
が
白
杖
で
そ
の
差

を
確
認
で
き
、
車
椅
子
使
用
者
も
乗

降
可
能
と
判
断
さ
れ
た
数
値
で
あ

る
。

良
か
っ
た
こ
と
調
査

不
便
さ
で
個
々
の
当
事
者
団
体
と

連
携
し
、
規
格
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

り
で
複
数
の
当
事
者
団
体
と
連
携

し
、
20
年
経
っ
て
ま
た
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。
そ
れ
は
、
不
便

さ
で
は
な
く
、
良
か
っ
た
こ
と
調
査

で
、
一
つ
の
調
査
に
複
数
の
当
事
者

団
体
で
取
り
か
か
る
と
い
う
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
。

そ
し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
は
、
も

う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
８
０
０
０

と
も
１
万
を
超
し
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
る
難
病
の
当
事
者
団
体
で
あ

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
連
携
が
共
用

品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
で
で
き
る
か
、

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

星ほ
し
か
わ川
安や
す
ゆ
き之

医 療 機 関 に 関 す る 良
かったこと調査報告書

視覚障害者アンケート
調査報告書
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当事者団体の紹介① 日本障害フォーラム（JDF）

発
足
の
目
的
と
参
加
団
体

日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）

は
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
十

年
」
及
び
わ
が
国
の
障
害
者
施
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る

人
の
権
利
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
16
年
障
害
者
団
体
を
中
心

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
加
盟
は
、
左
記
の
13
団
体
で
、

そ
の
中
の
多
く
の
団
体
は
、
共
用
品

推
進
機
構
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
日

常
生
活
に
お
け
る
不
便
さ
調
査
・
良

か
っ
た
こ
と
調
査
」
を
は
じ
め
、
各
種

日
本
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
並
び
に

国
際
規
格
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
作
成
に
委

員
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

・
日
本
盲
人
会
連
合

・
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

・
日
本
障
害
者
協
議
会

・
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議

・
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会

・
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

・
全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

・
全
日
本
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
団

　

体
連
合
会

・
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

・
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

協
会

・
全
国
「
精
神
病
」
者
集
団

・
全
国
盲
ろ
う
者
協
会

尚
、
Ｊ
Ｄ
Ｆ
の
事
務
局
は
、
発
足
当

初
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が

担
っ
て
い
ま
す
。

事
業Ｊ

Ｄ
Ｆ
で
は
、
目
標
に
向
け
４
つ
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
．
国
連
・
障
害
者
の
権
利
条
約
の

　
　

推
進

２
．
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
十

　
　

年
」
の
推
進
及
び
「
ア
ジ
ア
太

　
　

平
洋
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｐ

　
　

Ｄ
Ｆ
）
」
に
関
す
る
こ
と

３
．
「
障
害
者
基
本
計
画
」
を
は
じ

　
　

め
と
す
る
わ
が
国
の
障
害
者
施

　
　

策
の
推
進

４
．
障
害
者
の
差
別
禁
止
と
権
利
に

　
　

係
る
国
内
法
制
度
の
推
進

こ
の
４
つ
の
事
業
を
行
う
た
め

に
、
Ｊ
Ｄ
Ｆ
で
は
①
政
策
委
員
会
、

②
企
画
委
員
会
、
③
国
際
委
員
会
の

３
つ
の
専
門
委
員
会
を
設
け
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｄ
Ｆ
で
は
、
社
会
で
起

こ
っ
た
事
件
等
に
関
し
て
フ
ォ
ー
ラ

ム
内
で
議
論
し
、
そ
の
結
果
を
声
明

文
、
要
望
書
・
意
見
書
の
形
に
し
、

然
る
べ
き
機
関
に
提
出
し
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
は
、
下
記
の
文
書

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

・
被
災
障
害
者
へ
の
支
援
に
関
す
る

　

緊
急
要
望
書

・
２
０
１
６
年
参
議
院
議
員
選
挙
に

　

際
し
て
の
要
望

・
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
障
害
者
施

　

設
で
起
き
た
事
件
に
つ
い
て（
声
明
）

啓
発
本

さ
ら
に
は
、
日
本
政
府
が
平
成
26

年
１
月
20
日
に
批
准
し
た
「
障
害
者

権
利
条
約
」
に
関
す
る
啓
発
本
、
解

説
本
の
出
版
も
行
っ
て
い
ま
す
。

出
版
さ
れ
た
書
籍
は
、
普
通
文

字
（
墨
字
版
）
に
は
ル
ビ
が
付
け

ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
視
覚
障
害
者

等
の
た
め
に
、
点
字
版
、
電
子
版

（
テ
キ
ス
ト
版
及
び
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
版
）

で
も
発
行
し
、
自
ら
よ
り
多
く
の
人

達
へ
の
情
報
保
障
を
確
保
す
る
と
い

う
手
本
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
イ
エ
ロ
ー
リ
ボ
ン
」運
動

Ｊ
Ｄ
Ｆ
で
は
、
啓
発
本
以
外
に
も

障
害
者
権
利
条
約
の
実
施
を
通
じ
て
、

障
害
の
あ
る
人
び
と
の
社
会
参
加
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
「
イ
エ
ロ
ー

リ
ボ
ン
」
運
動
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
、
住

み
な
れ
た
街
で
、
心
ゆ
た
か
に
そ
の
人

ら
し
く
暮
ら
し
、
学
び
、
働
く
こ
と

が
で
き
る
、
権
利
条
約
は
そ
う
し
た

社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
社
会
を
、
す
べ
て
の
人
と
共
に

つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
が
こ
の
イ
エ
ロ
ー
リ
ボ
ン
で
す
。

異
な
る
障
害
者
団
体
が
一
堂
に
会

し
、同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
議
論
し
、

ま
と
め
て
い
く
作
業
は
、
並
大
抵
の

こ
と
で
は
な
い
と
推
測
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の

実
現
に
向
け
て
重
要
な
機
関
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

星
川
安
之 イエローリボン
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当事者団体の紹介② 難病患者団体協議会と共用品
一般社団法人 日本難病・疾病団体協議会　高

たかもと

本 久
ひさし

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
と
は

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会（
Ｊ

Ｐ
Ａ
。
以
下
、
協
議
会
）
は
、「
加

盟
団
体
と
の
連
携
し
た
運
動
を
通
じ

て
、
医
療
を
必
要
と
す
る
患
者
・
家

族
が
抱
え
る
課
題
を
社
会
的
に
解
決

す
る
た
め
に
組
織
し
、
患
者
・
家
族

自
身
の
運
動
と
医
療
関
係
者
を
は
じ

め
と
す
る
国
民
的
な
運
動
と
の
連
携

を
重
視
し
、
真
に
豊
か
で
、
患
者
・

家
族
が
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社

会
保
障
制
度
を
目
指
す
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
は
、
37
都
道
府
県
の
難
病

連
、
疾
患
別
全
国
組
織
の
28
患
者
団

体
、
約
20
の
準
加
盟
団
体
が
加
盟
し

て
い
る
団
体
組
織
で
す
。
協
議
会
は
、

年
１
回
の
総
会
、
年
６
回
の
理
事
会

（
現
在
11
人
の
理
事
、
２
人
の
監
事
、

３
人
の
理
事
会
参
与
）、
年
２
回
の
幹

事
会
（
加
盟
団
体
か
ら
各
１
名
）
を

持
っ
て
お
り
、
財
政
は
、
加
盟
団
体

の
負
担
金
お
よ
び
善
意
の
寄
付
金
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の

難
病
患
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
も
含
め
て
、

多
く
の
難
病
患
者
団
体
を
支
援
す
る

相
談
事
業
、
研
修
事
業
、
政
治
や
行

政
へ
の
提
言
な
ど
多
岐
に
亘
る
患
者

中
心
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

患
者
運
動
の
歴
史
概
観

患
者
運
動
前
史
と
し
て
、
明
治

か
ら
大
正
の
時
代
の
運
動
が
あ

り
、
太
平
洋
戦
争
後
に
は
多
く
の

疾
患
の
患
者
運
動
が
起
こ
り
ま
し

た
。
１
９
６
０
年
代
に
入
る
と
公
害

や
薬
害
の
問
題
が
出
て
き
ま
し
た
。

１
９
６
９
年
２
月
に
厚
生
省
は
、
科

学
特
別
研
究
費
を
計
上
し
「
ス
モ
ン

調
査
研
究
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

こ
の
研
究
の
成
功
を
受
け
て
、

１
９
７
２
年
９
月
に
は
、
国
は
「
難

病
対
策
要
綱
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

同
年
４
月
に
は
、
全
国
難
病
団
体

協
議
会
（
全
難
連
）
が
結
成
さ
れ
、

１
９
７
５
年
11
月
に
、
長
期
慢
性
疾

患
の
団
体
に
よ
っ
て
全
国
患
者
団
体

連
絡
協
議
会
（
全
患
連
）
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
７
４
年
か
ら
は
地

域
難
病
連
全
国
交
流
会
が
設
け
ら

れ
、
全
国
交
流
か
ら
全
国
組
織
へ
の

思
い
が
強
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
全
患
連
を
中
心
に
「
ゆ
た
か

な
医
療
と
福
祉
を
め
ざ
す
全
国
患

者
・
家
族
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
こ

の
運
動
を
経
て
統
一
組
織
へ
の
機
運

が
高
ま
り
、
１
９
８
６
年
６
月
に
日

本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ

Ｃ
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
０
５
年
５
月
に
、
日
本
患
者
・

家
族
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）
と
全

国
難
病
団
体
協
議
会
（
全
難
連
）
と

が
合
併
し
、
日
本
難
病
・
疾
病
団
体

協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

最
近
の
協
議
会
の
活
動

協
議
会
は
、
２
０
０
５
年
の
設
立

以
来
多
く
の
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療

等
に
関
す
る
法
律
案
」（
難
病
法
案
）

お
よ
び
「
児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
が
、
２
０
１
４
年

２
月
の
閣
議
決
定
を
経
て
、
５
月
に

全
会
派
の
採
択
、
可
決
・
成
立
に
結

実
し
ま
し
た
。
し
か
し
法
律
が
成
立

し
、
制
度
が
施
行
さ
れ
て
も
、
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
と
共
用
品
推
進
機
構

事
業
の
中
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症
）
患
者
向
け
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
事
業
な

ど
、
共
用
品
推
進
機
構
と
の
接
点
と

も
な
り
得
る
事
業
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
加
盟
団
体
が
、
共
用
品

推
進
機
構
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
協
力
し

て
お
り
、
一
般
品
の
便
利
化
、
今
後

の
在
宅
ケ
ア
用
の
サ
ー
ビ
ス
・
設
備

の
便
利
化
な
ど
、
共
用
品
推
進
機
構

と
協
力
関
係
を
強
化
し
て
い
け
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

会誌「JPA の仲間」（日本
難病・疾病団体協議会）

全国患者・家族集会「JPA の仲間」
2017 年冬 29 号より転載
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当事者団体の紹介③ 日本リウマチ友の会 モノ・コトを変える白書

は
じ
め
に

今
年
創
立
57
年
を
迎
え
る
当
会

は
、
五
年
に
一
度
会
員
に
行
う
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
元
に
『
リ
ウ
マ
チ
白

書
』
を
作
成
し
、
リ
ウ
マ
チ
の
現
状

を
広
く
社
会
に
伝
え
て
い
ま
す
。

リ
ウ
マ
チ
と
は
、
痛
み
と
共
に
関

節
の
変
形
や
破
壊
が
生
じ
、
原
因
が

不
明
で
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
難
病
で
す
。
日
本
で
は
約
70
万
人

（
人
口
の
約
０
・
５
～
１
％
）
が
リ
ウ

マ
チ
患
者
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ウ
マ
チ
治
療
の
研
究
は
長
年
行
わ

れ
て
お
り
、
新
た
な
薬
に
よ
る
治
療

へ
と
発
展
し
、
目
標
も
「
寛か
ん
か
い解

」
＝

症
状
が
落
ち
着
い
て
安
定
し
た
状
態

へ
と
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。

会
の
発
足

同
会
は
１
９
６
０
年
、
国
立
伊
東

温
泉
病
院
に
全
国
か
ら
治
療
に
来
て

い
た
リ
ウ
マ
チ
患
者
１
５
２
名
が
、
医

師
の
助
言
を
受
け
て
結
成
し
ま
し
た
。

１
５
２
名
は
退
院
後
、
地
元
に
戻

り
支
部
を
作
り
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
築
か
れ
ま
し
た
。
今
で
は
全
て

の
都
道
府
県
に
支
部
が
で
き
、
会
員

数
も
約
１
万
３
０
０
０
人
の
大
き
な

組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
長
の
長は
せ
が
わ

谷
川
三み

え

こ
枝
子
さ
ん
は
、

「
会
の
発
足
当
時
、
リ
ウ
マ
チ
＝
（
イ

コ
ー
ル
）
神
経
痛
＝
年
寄
り
の
病
気

と
い
う
の
が
社
会
の
認
識
で
し
た
。

患
者
に
と
っ
て
つ
ら
い
痛
み
は
外
か

ら
見
え
ず
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
い

中
で
、
機
能
障
害
が
進
行
す
る
う
ち

に
寝
た
き
り
に
な
る
患
者
が
少
な
く

な
い
時
代
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
認

識
が
変
わ
っ
た
理
由
の
一
つ
は
『
リ

ウ
マ
チ
白
書
』
の
力
で
し
た
」

『
リ
ウ
マ
チ
白
書
』

『
リ
ウ
マ
チ
白
書
』
に
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
た
デ
ー
タ
が
多
く
の
医
療
従
事

者
、
療
育
関
係
者
を
動
か
し
、
研
究

や
制
度
が
進
ん
で
き
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
白
書

の
中
に
は
、
日
常
生
活
で
の
不
便
さ

や
困
難
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
新
し
い
牛
乳
パ
ッ
ク
を
開
け
る
こ
と

・
広
口
ビ
ン
の
蓋
を
開
け
る
こ
と

・
頭
上
に
あ
る
２
～
３
キ
ロ
グ
ラ
ム

　

の
物
を
手
を
伸
ば
し
て
つ
か
み
、

下
に
降
ろ
す
こ
と

　
・
掃
除
機
を
か
け
た
り
、
拭
き
掃
除

　

な
ど
の
家
事
を
す
る
こ
と

・
靴
の
紐
を
結
ん
だ
り
、
ボ
タ
ン
を

　

か
け
る
こ
と

・
皿
の
上
の
肉
を
切
る
こ
と

・
身
体
全
体
を
洗
い
、
タ
オ
ル
で
拭

　

く
こ
と

・
水
道
の
蛇
口
を
開
閉
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
白
書
の
す
ご
さ
は
、

自
助
具
の
利
用
状
況
が
報
告
さ
れ
、

不
便
さ
や
困
難
な
こ
と
の
解
決
方
法

を
示
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

使
っ
て
い
る
自
助
具
で
は
、ビ
ン
・

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
オ
ー
プ
ナ
ー
の

利
用
者
が
一
番
多
く
、
続
い
て
孫
の

手
、
リ
ー
チ
ャ
ー
、
ド
ア
ノ
ブ
回
し
、

ト
ン
グ
と
続
き
ま
す
。

コ
メ
ン
ト
欄
に
は
、「
自
助
具
な

し
の
生
活
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
」や
、

「
自
助
具
の
お
か
げ
で
日
常
生
活
動

作
が
関
節
に
負
担
を
か
け
る
の
を
軽

減
で
き
ま
す
」
な
ど
が
あ
る
反
面
、

「
長
年
使
用
し
て
い
る
と
、
買
い
換
え

よ
う
と
し
た
時
、
改
良
さ
れ
、
使
い

に
く
く
な
っ
て
い
た
り
、
な
く
な
っ

て
い
る
モ
ノ
が
あ
る
の
が
残
念
」
と

い
う
切
実
な
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

便
利
な
道
具
は
「
生
活
便
利
帳
」

に
見
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。長

谷
川
会
長
は
、「『
こ
れ
出
来
な

い
！
』
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、『
な
ん
で
出
来
な
い
か
』そ
し
て
、

『
ど
う
す
れ
ば
、
出
来
る
よ
う
に
な

る
か
？
』を
示
す
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。『
リ
ウ
マ

チ
白
書
』
と
「
生
活
便
利
帳
」
に
は
、

そ
の
両
方
が
び
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
モ
ノ
や
コ
ト
を
作
っ
て
い
る

人
達
に
は
必
読
の
２
冊
で
す
。

星
川
安
之

『2015 年リウマチ白書』
（日本リウマチ友の会）

「生活便利帳」
（日本リウマチ友の会）
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当事者団体の紹介④ 全国軟骨無形成症患者･家族の会 つくしの会

軟
骨
無
形
成
症
と
は

骨
の
基
と
な
る
軟
骨
細
胞
が
成
熟

す
る
前
に
骨
化
し
て
し
ま
う
病
気
が

軟
骨
無
形
成
症
。
手
足
の
短
縮
を
伴

う
低
身
長
が
特
徴
で
、
成
人
男
性
の

平
均
身
長
が
約
１
３
０
セ
ン
チ
、
女

性
の
平
均
は
約
１
２
４
セ
ン
チ
で

す
。
ま
た
、
手
を
下
ろ
し
た
時
指
先

が
太
腿
の
付
け
根
部
分
あ
た
り
ま
で

し
か
届
か
な
い
の
も
特
徴
の
一
つ
で

す
。
指
が
短
く
手
を
広
げ
た
時
に
中

指
と
薬
指
の
間
が
広
い
、
腰
椎
の
湾

曲
が
大
き
い
た
め
、
直
立
し
た
時
に

お
尻
を
突
き
出
す
よ
う
な
体
型
な
ど

も
特
徴
と
し
て
あ
り
ま
す
。
出
生

の
確
率
は
、
１
～
２
万
人
に
１
人

と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
に
は
約

６
０
０
０
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

つ
く
し
の
会

軟
骨
無
形
成
症
や
類
似
の
病
気
の

患
者
と
そ
の
家
族
を
中
心
と
し
た

「
つ
く
し
の
会
」
は
、
昭
和
57
年
９
月
、

同
じ
病
院
に
通
う
軟
骨
無
形
成
症
の

子
ど
も
を
持
つ
数
人
の
親
が
、
病
気

に
つ
い
て
勉
強
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

に
力
を
合
わ
せ
て
対
応
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
発
足
。
現
在
で
は
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
18
の
支
部
が
発
足

し
、
５
０
０
を
超
え
る
家
族
が
強
い

連
携
の
下
、
課
題
解
決
に
向
け
て
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
害
者
手

帳
を
取
得
で
き
な
い
と
い
っ
た
制
度
的

な
課
題
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
療
法
や
骨

延
長
の
手
術
に
よ
る
低
身
長
や
手
足

の
短
縮
へ
の
改
善
な
ど
の
医
学
的
課

題
に
加
え
、
日
常
生
活
に
お
け
る
課

題
の
確
認
と
共
に
課
題
解
決
に
向
け

て
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

不
便
さ
調
査

同
会
が
平
成
26
年
度
に
、
会
員
向

け
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
日
常
生
活

で
の
不
便
さ
が
数
多
く
で
ま
し
た
。

警
察
官
や
店
の
店
員
に
タ
メ
口
で

話
し
か
け
ら
れ
た
り
、
ジ
ロ
ジ
ロ
見

ら
れ
た
り
、
子
ど
も
に
追
い
か
け
ら

れ
た
り
、
バ
イ
ト
の
面
接
に
行
っ
た

ら
、疾
患
の
こ
と
で
断
わ
れ
た
と
い
っ

た
、
社
会
が
「
軟
骨
無
形
成
症
」
へ

の
知
識
と
理
解
が
な
い
こ
と
か
ら
く

る
無
形
の
差
別
と
共
に
、
有
形
の
不

便
さ
も
数
多
く
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

・
券
売
機
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
タ
ッ
チ
パ
ネ

　

ル
の
画
面
が
角
度
の
関
係
で
見
え

　

に
く
く
、
操
作
し
づ
ら
い

・
電
気
、
自
動
販
売
機
等
の
ス
イ
ッ

　

チ
に
手
が
届
か
な
い

・
乗
り
物
の
つ
り
革
に
届
か
な
い

・
高
い
所
だ
け
で
な
く
、
棚
の
奥
や

　

洗
濯
機
の
底
に
あ
る
洗
濯
物
が
と

　

り
づ
ら
い

・
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
に
届
か
な
い

・
ラ
ッ
シ
ュ
時
、
電
車
の
手
す
り
に

　

つ
か
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い

・
合
う
サ
イ
ズ
の
洋
服
が
な
い

・
合
う
サ
イ
ズ
の
靴
が
な
い
。
自
分

　

の
足
の
サ
イ
ズ
が
20
セ
ン
チ
だ
が
、

　

売
り
場
は
通
常
22
セ
ン
チ
か
ら
。

　

子
ど
も
用
の
靴
だ
と
幅
が
狭
く
、

　

デ
ザ
イ
ン
的
に
も
幼
い

・
郵
便
局
の
記
帳
台
が
高
い

・
温
水
洗
浄
便
座
で
な
け
れ
ば
、
排

　

泄
の
あ
と
の
始
末
が
し
に
く
い

・
洗
面
所
の
蛇
口
に
手
が
届
か
な
い

な
ど
が
、
そ
の
一
部
で
す
。

入
学
す
る
学
校
へ

つ
く
し
の
会
で
は
、
軟
骨
無
形
成
症

の
子
ど
も
達
が
入
学
す
る
小
学
校
が
決

ま
っ
た
ら
、
そ
の
学
校
に
対
し
て
、
軟
骨

無
形
成
症
の
子
ど
も
達
が
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
り
、
そ
し
て
物
理
的
に
ど
ん

な
不
便
さ
が
あ
る
か
を
伝
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
不
便
さ
だ
け
で
な
く
、
今
ま

で
に
他
の
学
校
で
実
施
さ
れ
有
効
だ
っ

た
工
夫
を
添
え
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

左
写
真
は
、
沖
縄
の
小
学
校
で
蛇
口

の
位
置
を
、
軟
骨
無
形
成
症
の
子
ど
も

が
届
く
よ
う
に
改
良
し
た
も
の
で
す
。

必
要
な
場
所
全
て
に
、
こ
の
蛇
口

の
工
夫
に
辿
り
つ
い
た
心
が
広
が
る

こ
と
を
強
く
祈
り
ま
す
。

星
川
安
之

位置を改良した蛇口

軟骨無形成症児の
イラスト
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当事者団体の紹介⑤ 自分たちで生活を便利にしていく
バクバクの会 ～人工呼吸器とともに生きる～　会長 大塚孝司

おおつか た か し

会
の
概
要

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
た
子
の
親
の

会
（
バ
ク
バ
ク
の
会
）
は
、１
９
８
９

年
、
長
期
に
わ
た
り
人
工
呼
吸
器
を

つ
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
、
安
全

で
快
適
な
入
院
生
活
と
生
き
る
喜
び

を
願
い
、
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
の

院
内
家
族
の
会
と
し
て
発
足
し
た
。

翌
年
、
呼
吸
器
を
つ
け
て
い
て
も
ど

ん
な
障
害
が
あ
っ
て
も
、
ひ
と
り
の

人
間
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
し
て
社
会

の
中
で
当
た
り
前
に
生
き
る
た
め
の

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

全
国
組
織
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。

当
会
は
「
子
ど
も
た
ち
の
命
と
思

い
」
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
創
立

27
年
を
迎
え
幼
か
っ
た
子
ど
も
も
成

人
し
「
本
人
た
ち
の
命
と
思
い
」
を
よ

り
大
切
に
し
た
活
動
を
当
事
者
と
と

も
に
進
め
て
い
く
た
め
、
２
０
１
５
年

に
「
バ
ク
バ
ク
の
会
～
人
工
呼
吸
器
と

と
も
に
生
き
る
～
」
と
改
称
し
た
。

当
会
は
、
全
会
員
が
力
を
合
わ

せ
、
病
気
、
障
害
、
事
故
な
ど
で
人

工
呼
吸
器
を
必
要
と
す
る
児
者
お
よ

び
同
程
度
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児

者
た
ち
の
、
入
院
生
活
や
在
宅
生
活

を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
と
と
も

に
、
呼
吸
器
使
用
者
が
生
き
て
い
く

上
で
の
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
る
。
現
在
、
全
国
に
約

５
０
０
名
の
会
員
が
い
る
。

生
活
便
利
帳
等
の
発
行

人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
日
常
生
活
を
す
る
た
め
に

は
様
々
な
工
夫
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
当
会
で
は
生
活
に
役
立
つ
冊
子

と
し
て
生
活
便
利
帳
、
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
、
退
院
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
発
行
し
て
い
る
。
生
活
便
利
帳
で

は
人
工
呼
吸
器
や
周
辺
機
器
、
日
常

生
活
ケ
ア
（
医
療
的
ケ
ア
を
含
む
）、

ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
法
、
外
出

時
の
工
夫
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
な
ど
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
の
創
意

工
夫
を
掲
載
し
て
い
る
。
呼
吸
器
を

使
用
し
て
い
て
も
各
々
の
状
態
は
異

な
る
こ
と
か
ら
、
各
人
が
さ
ら
に
自

分
に
合
っ
た
使
用
方
法
を
工
夫
し
発

展
さ
せ
て
い
る
。
生
活
便
利
帳
は

１
９
９
３
年
の
発
行
以
来
２
０
１
４

年
の
発
行
ま
で
第
５
版
を
重
ね
て
い

る
。
家
族
以
外
に
も
医
療
関
係
者
や

介
護
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
方
々
の

手
引
書
と
な
っ
て
い
る
。

列
車
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

当
会
で
は
毎
年
持
ち
回
り
で
全
国

の
都
市
で
総
会
・
講
演
会
等
を
開
催

し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
等
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
も
多
く
、
車
い

す
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
型
）
の
乗
車

で
は
多
々
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
。
列
車
１
編
成
の
中
に
車
い
す

対
応
座
席
が
１
～
２
か
所
、
新
幹
線

は
車
両
に
よ
り
多
目
的
室
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
座
席

は
本
人
が
車
い
す
か
ら
座
席
へ
移
乗

し
、
車
い
す
は
折
り
た
た
み
座
席
の

横
に
固
定
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
。
当
会
の
場
合
座
席
へ
移
乗

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
車
い

す
を
折
り
た
た
む
こ
と
も
な
い
。

当
会
に
限
ら
ず
近
年
の
障
害
者
は

電
動
車
い
す
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

も
多
く
、
車
い
す
も
大
型
化
し
て
い

る
。
仲
間
同
士
で
旅
行
を
計
画
し
て

も
、
同
一
列
車
で
移
動
で
き
る
の
は

１
～
２
名
と
限
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
で

出
か
け
る
場
合
は
時
間
を
ず
ら
し
、

別
々
の
列
車
で
の
移
動
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。

乗
車
に
は
座
席
予
約
が
必
要
で
、

先
約
が
あ
れ
ば
希
望
の
列
車
に
は
乗

れ
な
い
。
山
手
線
で
は
全
車
両
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
新
型
車

両
の
運
行
が
始
ま
っ
て
い
る
。
新
幹

線
や
在
来
線
特
急
に
は
自
由
席
車
両

を
含
め
、
せ
め
て
編
成
車
両
の
半
数

に
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
義

務
付
け
て
欲
し
い
。

生活便利帳

車いすでの列車乗車
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当事者団体の紹介⑥ 全国心臓病の子どもを守る会

心
臓
病
と
は

心
臓
は
２
つ
の
心
房
、
２
つ
の
心
室

と
そ
れ
を
結
ぶ
血
管
か
ら
な
り
た
っ

て
い
ま
す
。
心
臓
病
は
心
臓
の
壁
に

孔
が
あ
る
、
血
管
の
つ
な
が
り
が
逆

に
な
っ
て
い
る
等
、
多
く
の
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
共
通
す
る
の
は
、
外
観

か
ら
分
か
ら
な
い
、
ま
た
は
分
か
り
に

く
い
点
で
す
。
ま
た
約
１
０
０
人
に
１

人
の
割
合
で
生
ま
れ
、
先
天
性
の
病

気
で
は
最
も
多
い
病
気
の
一
つ
で
す
。

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会

昭
和
31
年
、
日
本
で
初
め
て
人
工

心
肺
装
置
を
用
い
た
手
術
が
成
功
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
心
臓
病
の
子
ど
も
を
持
つ
親
同

士
が
情
報
を
共
有
し
、
励
ま
し
、
支

え
合
う
目
的
で
昭
和
38
年
11
月
に
結

成
さ
れ
た
の
が
同
会
で
す
。
結
成
当

時
か
ら
発
行
し
た
月
刊
誌
『
心
臓
を

ま
も
る
』
を
一
度
も
欠
か
さ
ず
発
行

し
て
お
り
、
体
験
談
、
専
門
医
等
の

講
座
な
ど
貴
重
な
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
４
年
３
月
に
発
行
さ

れ
た
６
０
０
号
に
は
高
校
３
年
生
の

会
員
が
、
自
分
の
病
気
、
手
術
そ
し

て
今
ま
で
の
沢
山
の
周
り
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
を
報
告
、
最
後
に
「
こ
れ
か
ら

先
、『
心
臓
病
だ
か
ら
で
き
な
い
』
で

は
な
く
『
心
臓
病
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
』
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
最
新
号
（
６
３
６
号
）
で
は
、

「
小
学
校
の
先
生
方
が
『
障
害
が
あ
る

か
ら
難
し
い
』
で
は
な
く
、『
ど
う
工

夫
し
た
ら
一
緒
に
参
加
で
き
る
か
』
を

い
つ
も
考
え
て
く
れ
て
い
る
」
と
お
母

さ
ん
が
報
告
し
て
い
ま
す
。

病
気
と
制
度
に
関
し
て
は
、
25
名

も
の
専
門
医
が
分
担
し
て
執
筆
し
た

「
心
臓
病
児
者
の
幸
せ
の
た
め
に
」
が

同
会
に
よ
り
発
行
さ
れ
て
多
く
の
疑
問

に
答
え
て
い
ま
す
。

事
務
局
に
て

先
日
守
る
会
の
事
務
局
を
訪
問

し
、
会
員
で
先
天
性
心
疾
患
の
あ
る

中な
か
む
ら村
直な
お
き樹
さ
ん
（
51
歳
）
に
、
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。「
と
に
か
く

『
軽
い
』
も
の
が
、
助
か
り
ま
す
」

と
第
一
声
。「
小
学
生
の
時
は
ラ
ン

ド
セ
ル
、
今
で
も
鞄
、
そ
し
て
洋
服

も
買
う
時
の
条
件
が
『
軽
い
』
で
す
」

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

「
歩
く
の
に
人
の
何
倍
か
時
間
が
か

か
り
、
疲
れ
ま
す
。
例
を
あ
げ
る
と
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
位
置
が
規
則
性

が
な
く
、
各
フ
ロ
ア
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
り
す
る
と
疲
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時

は
、
帰
宅
し
て
風
呂
に
入
る
の
も
、

食
事
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど

疲
れ
ま
す
。
上
下
方
向
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
並
ん
で
い
る
と
有
難
い
で
す
。」

「
自
分
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
（
植
込
み
型
除

細
動
器
）
を
身
体
に
入
れ
た
た
め
、

誤
作
動
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
電

磁
波
の
で
る
体
重
計
等
が
使
え
ま
せ

ん
。
昔
な
が
ら
の
ア
ナ
ロ
グ
の
も
の

が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
心
配
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

以
前
と
比
べ
て
助
か
っ
て
い
る
こ

と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
映
画

や
コ
ン
サ
ー
ト
は
予
約
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
座
れ
る
か
ど
う

か
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
自
分
は
利
尿
剤
を
飲
ん
で
い
る

た
め
外
出
先
で
も
頻
繁
に
水
分
補
給

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は

缶
飲
料
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
蓋
の
付

い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
普
及
し
一
度

に
飲
み
き
ら
な
く
て
す
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

あ
っ
た
ら
良
い
と
思
う
モ
ノ
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
ま
ず
、
自
動
運
転
の

車
。
そ
れ
か
ら
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が

も
っ
と
社
会
に
浸
透
し
て
、
心
臓
病

の
人
た
ち
の
外
出
の『
苦
し
さ
』や『
疲

れ
』も
理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
障
害
」

と
、「
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
」

を
い
か
に
つ
な
げ
る
か
の
大
き
な
課

題
に
、
同
会
と
共
に
取
り
組
ん
で
い

け
た
ら
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

星
川
安
之

『心臓をまもる』600 号（全
国心臓病の子どもを守る会）

ヘルプマーク
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当事者団体の紹介⑦ 医療研究の進歩と共に多様化する病系と共用品
一般社団法人 日本筋ジストロフィー協会　斉藤恵司

さいとう け い じ

１

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
は

　
今
年
創
立

年
を
迎
え
る
当
協
会

53

は
、
患
者
家
族
を
中
心
と
し
た
団
体

で
、
設
立
当
初
か
ら
、
専
門
病
院

（
病
棟
）
の
確
保
や
研
究
班
の
設
立
、

在
宅
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
、
病
弱

児
教
育
な
ど
に
力
を
入
れ
て
来
ま
し

た
。
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
以
下
、

筋
ジ
ス
）
と
は
、
遺
伝
子
変
異
を
伴

う
進
行
性
の
筋
力
低
下
を
示
す
ミ
オ

パ
チ
ー
（
筋
肉
病
）
の
総
称
で
す
。

一
般
に
筋
ジ
ス
と
い
え
ば
、
性
染

色
体
劣
性
遺
伝
病
で
あ
る
デ
ュ
シ
ェ

ン
ヌ
型
が
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
研
究
が
急
速
に
進
歩
し
、

色
々
な
遺
伝
子
変
異
が
明
ら
か
に
さ

れ
、そ
の
遺
伝
形
式
や
変
異
に
よ
り
、

色
々
な
タ
イ
プ
の
疾
患
（
ベ
ッ
カ
ー

型
、
肢
帯
型
、
緊
張
型
、
顔
面
肩
甲

上
腕
型
な
ど
多
数
）
に
分
類
さ
れ
て

い
ま
す
。

２

専
門
病
院
の
研
究
成
果
等
を
入

　
　
　

所
患
者
、
在
宅
患
者
が
利
用

（
１
）
人
工
呼
吸
器
に
見
る
共
用
化

　
　

  

の
流
れ

当
協
会
の
特
徴
は
、
国
や
研
究
班

と
患
者
家
族
の
橋
渡
し
を
す
る
役
割

を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
人
工
呼
吸
器
導
入
の

経
緯
を
見
て
み
る
と
、
研
究
班
が

１
９
８
８
年
に
「
鼻
マ
ス
ク
に
よ
る
人

工
呼
吸
」に
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
筋
ジ
ス
専
門
病
棟
で
慢
性
呼

吸
不
全
患
者
に
利
用
さ
れ
、
気
管
切

開
す
る
こ
と
な
く
、
マ
ス
ク
を
介
し

て
換
気
を
行
う
治
療
法
が
確
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
在
宅
患
者
で
も
使

え
る
よ
う
に
、
協
会
や
他
団
体
と
共

に
国
に
要
望
し
、１
９
９
８
年
に
は
、

在
宅
に
お
け
る
健
康
保
険
が
適
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
工
呼
吸
器
や

痰
の
吸
引
器
も
普
及
し
、
様
々
な
呼

吸
不
全
の
患
者
さ
ん
も
、
在
宅
で
人

工
呼
吸
器
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
研
究
班
の
会
議
や
協

会
主
催
の
大
会
に
業
者
を
招
き
、
利

用
者
の
声
を
伝
え
、
人
工
呼
吸
器
の

小
型
化
、高
性
能
化
が
進
み
ま
し
た
。

（
２
）
電
動
車
椅
子
で
移
動
す
る

筋
ジ
ス
患
者
さ
ん
の
場
合
、
手
や

指
の
力
が
弱
く
、
通
常
の
ジ
ョ
イ
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
は
操
作
が
難
し
い
ケ
ー

ス
が
多
い
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
イ
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
改
造
や
代
わ
り
の
ス

イ
ッ
チ
の
利
用
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

筋
ジ
ス
の
場
合
、
筋
ジ
ス
専
門
病

棟
が
あ
り
、
専
門
医
、
理
学
療
法
士

（
Ｐ
Ｔ
）、
作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）
が

入
所
患
者
や
在
宅
患
者
さ
ん
の
症
状

に
応
じ
て
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
く

れ
ま
す
。こ
れ
は
、入
所
患
者
の
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
も
同
様
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
筋

ジ
ス
患
者
さ
ん
の
電
動
車
椅
子
利
用

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
食
事
を
楽
し
も
う

筋
ジ
ス
の
患
者
さ
ん
も
症
状
が
進

行
す
る
と
、飲
み
込
み
が
悪
く
な
り
、

嚥
下
障
害
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
筋
ジ
ス
の
研
究
班
で
は
、
食
事

に
関
し
て
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
食

事
の
重
要
性
や
レ
シ
ピ
冊
子
も
作
ら

れ
、
協
会
を
通
じ
て
会
員
に
配
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
４
）
自
由
に
外
出
を
楽
し
も
う

小
型
化
さ
れ
た
人
工
呼
吸
器
を
電

動
車
椅
子
に
積
ん
で
旅
行
す
る
人
た

ち
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

（
５
）
情
報
を
伝
え
よ
う

筋
ジ
ス
協
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
情
報
提
供
の
他
、
会
員
専

用
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
ネ
ッ
ト

会
議
室
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
会
議
室
で
は
、
筋
ジ
ス
専

門
医
に
よ
る
医
療
相
談
や
紙
ベ
ー
ス

の
会
報
を
見
ら
れ
な
い
会
員
の
た
め
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
会
報
等
が
人
気
で
す
。

ま
た
、
会
報
「
一
日
も
早
く
」
で

は
、
各
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
患
者

さ
ん
の
紹
介
が
と
て
も
人
気
で
す
。

成人用人工呼吸器 トリロジー 100 plus  

会報「一日も早く」（日本
筋ジストロフィー協会）



2017.3.25 10

インクル  第107号

当事者団体の紹介⑧ てんかんのある人も活用している共用品
公益社団法人 日本てんかん協会（波の会）事務局長 　田

たどころ

所裕
ゆ う じ

二

て
ん
か
ん
運
動

「
て
ん
か
ん
の
こ
と
、
ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？
」
こ
れ
は
、
日
本

て
ん
か
ん
協
会
（
波
の
会
）
が
社
会

に
発
し
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
て

ん
か
ん
の
あ
る
人
や
家
族
の
中
に
は
、

誰
に
も
相
談
が
で
き
な
い
人
が
い
ま

す
。
波
の
会
は
、
そ
う
し
た
皆
さ
ん

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
て
ん
か
ん

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
波
の
会
は
、

１
９
７
３
年
に
東
京
の
二
つ
の
病
院
の

待
合
室
で
誕
生
し
た
「
小
児
て
ん
か
ん

の
子
ど
も
を
も
つ
親
の
会
」
と
「
て
ん

か
ん
の
患
者
を
守
る
会
」
が
１
９
７
６

年
に
統
合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

波
の
会
は
て
ん
か
ん
の
あ
る
本

人
・
家
族
、
医
師
、
専
門
職
等
が
参

加
す
る
市
民
団
体
（
全
国
組
織
）
で
、

社
会
啓
発
、
療
育
指
導
、
調
査
研
究
、

施
策
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。全
国
に
支
部
が
あ
る
と
と
も
に
、

国
際
て
ん
か
ん
協
会
の
日
本
支
部
で

も
あ
り
ま
す
。

て
ん
か
ん
と
は

脳
神
経
に
は
微
弱
な
電
気
が
流

れ
て
い
て
、
規
則
正
し
く
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
リ
ズ
ム

が
何
か
の
原
因
で
乱
さ
れ
、
一
時
的

に
大
量
の
電
気
が
流
れ
て
し
ま
う

（
シ
ョ
ー
ト
様
）
こ
と
で
表
れ
る
症
状

が
、
て
ん
か
ん
発
作
で
す
。
こ
の
脳

内
の
異
変
は
、
脳
波
検
査
で
分
か
り

ま
す
。
て
ん
か
ん
は
、
こ
の
繰
り
返

す
発
作
を
主
症
状
と
す
る
病
気
の
総

称
で
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
で
も
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
脳
の
ど
こ
で
異
常
が
生
じ
た

か
で
、
表
れ
て
く
る
症
状
が
異
な
り

ま
す
。
日
本
で
は
約
１
０
０
万
人
の

患
者
さ
ん
が
推
定
さ
れ
、
そ
の
70
％

以
上
は
発
作
症
状
を
改
善
で
き
、
慢

性
神
経
疾
患
の
中
で
は
特
に
患
者
さ

ん
が
多
く
比
較
的
予
後
の
良
い
病
気

で
す
。
一
方
で
て
ん
か
ん
の
正
し
い

情
報
は
周
知
さ
れ
ず
、
社
会
で
て
ん

か
ん
の
あ
る
人
を
支
え
る
環
境
は
、

ま
だ
ま
だ
整
備
途
上
と
言
え
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
共
用
品

て
ん
か
ん
治
療
は
、
薬
物
療
法
が

中
心
で
す
。
慢
性
疾
患
で
す
か
ら
、
患

者
さ
ん
や
家
族
は
長
期
に
わ
た
り
抗

て
ん
か
ん
薬
と
付
き
合
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
薬
の
服

用
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
患
者
さ
ん
や
家
族

は
、
薬
の
飲
み
忘
れ
が
大
き
な
課
題

で
す
。
患
者
さ
ん
が
子
ど
も
の
場
合
は

家
族
が
薬
を
管
理
し
ま
す
が
、
成
人

の
場
合
は
本
人
が
薬
を
管
理
し
仕
事

の
都
合
な
ど
か
ら
、
つ
い
服
用
を
忘
れ

て
発
作
が
再
発
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
薬
の
飲
み
忘
れ
を
防

止
す
る
グ
ッ
ズ
が
意
外
と
身
近
な
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
知
っ
て
い

る
通
称
「
１
０
０
均
」
の
１
０
０
円
均

一
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
波
の
会
で
は
、
以

前
某
企
業
を
通
じ
て
薬
の
管
理
ケ
ー

ス
の
重
要
性
を
訴
え
た
こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
が
功
を
奏
し
た
か
は
定
か
で
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
や
１
０
０
均
店
舗
に
薬

を
管
理
す
る
多
く
の
グ
ッ
ズ
が
並
ん

で
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
の
到
来
で
、

て
ん
か
ん
に
限
ら
ず
家
庭
で
薬
を
飲

む
機
会
が
増
え
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
医
学
で
は
発
作
が

抑
制
で
き
な
い
「
難
治
て
ん
か
ん
」

の
あ
る
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
転
倒
を

繰
り
返
す
人
が
い
ま
す
。
そ
の
際
に

保
護
帽
（
ヘ
ッ
ド
ギ
ア
）
を
使
用
し

ま
す
が
、
こ
れ
が
真
っ
黒
の
医
療
具

そ
の
も
の
で
見
た
目
が
悪
く
患
者
さ

ん
や
家
族
の
抵
抗
が
強
く
あ
り
ま
し

た
。そ
ん
な
皆
さ
ん
の
声
を
受
け
て
、

現
在
は
普
通
の
帽
子
と
見
間
違
う
よ

う
な
セ
ン
ス
の
良
い
商
品
が
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
。

て
ん
か
ん
が
特
別
視
さ
れ
ず
、
社
会

生
活
の
中
で
当
た
り
前
に
理
解
さ
れ

る
た
め
に
も
、
こ
う
い
っ
た
共
用
品
の

開
発
が
さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
、

私
た
ち
も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

100 円均一ショップに並ぶピル
ケース

ちょっとした外出でも被れる
保護帽
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インクル  第107号

キーワードで考える「共用品講座」第 97 講
「共用品と当事者団体」

後
ご と う よ し か ず

藤芳一

後藤芳一 (ごとう・よしかず）
日本福祉大学客員教授（東京
大学大学院教授）1995～98
年経済産業省医療・福祉機器
産業室長（初代）、同大臣官
房審議官（製産業局担当）を
経て2012年から東京大。日
本福祉大は1999年から兼任。
著書「共用品という思想」ほか。

共
用
品
③
⑥
⑩
⑬
⑭
⑯
～
㊲
㊵
㊷
㊹
～
�
�
�
～
�
（
小

さ
い
添
え
字
①
～
�
は
、
同
様
の
用
語
が
本
講
の

第
１
～
96
講
に
既
出
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）
の

取
組
み
は
当
事
者
㊶
㊷
㊾
�
�
�
～
�
�
�
～
�
�
～
�

団
体
と
の
連
携
③
⑨
㉞
㊷
㊹
�
�
�

に
支
え
ら
れ

て
き
た
。
当
事
者
に
と
っ
て
共
用
品
は
、

ニ
ー
ズ
を
共
有
し
産
業
界
③
⑤
⑧
⑪
⑫
⑭
⑰
⑱
㉒
㉓

㊱
～
㊳
�
�
�
�
�
～
�

や
政
策
①
②
④
⑦
⑧
⑫
⑱
㉖
～
㉘
㉚
㉜

㊴
㊵
�
�
�
�
�
～
�
�

と
調
和
し
て
対
策
を
構
築

し
、社
会
①
⑮
⑱
㉗
㉘
㉛
㉜
�
�
～
�
�
～
�
�
～
�
�
�
�
に

適
用
す
る
と
い
う
出
口
の
役
割
を
し
た
。

１
．
理
念
の
提
唱
段
階
（
第
１
段
階
：

１
９
９
０
年
頃
ま
で
）

20
世
紀
半
ば
か
ら
欧
米
�
�
～
�
�
�
で
理

念
の
提
唱
や
立
法
が
進
ん
だ
。
日
本
で

は
当
事
者
団
体
の
活
動
が
中
心
だ
っ
た
。

日
本
が
世
界
に
先
駆
け
共
用
品
に
つ
な

が
る
概
念
を
提
唱
し
た
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

（
１
９
５
９
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
）
①
③
㉔
㉛

、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
報
告
書
（
１
９
７
４
年
、
国
連
�
～

�
�
�
�
�
�
�
）、障
害
者
権
利
宣
言
（
１
９
７
５

年
、
国
連
）
�
～
�
�

、
国
連
障
害
者
の
10
年

（
１
９
８
３-

92
年
）
�

、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
（
１
９
８
５
年
、
米
国
）、
Ａ
Ｄ
Ａ

法
（
１
９
９
０
年
、
米
国
）
�
�
�
�

な
ど
が
欧

米
で
理
念
が
提
唱
さ
れ
た
。

国
内
で
は
全
日
本
聾
唖
連
盟（
１
９
４
７

年
〈
当
時
名
、
以
下
同
じ
〉）、
日
本
盲
人

会
連
合
（
１
９
４
８
年
）
�

、
日
本
肢
体

不
自
由
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

（
１
９
６
４
年
）
�

、
日
本
障
害
者
協
議
会

（
１
９
８
０
年
）
�

が
結
成
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｉ
Ｄ

グ
ル
ー
プ
（
１
９
７
２
年
）
⑩
㉔
㉕
㉝
㊹
�

が
グ

レ
ー
の
部
分
⑩
㉕
㉝
㊹
�
（
１
９
７
５
年
）、
日

本
玩
具
協
会
⑥
⑦
⑯
⑰
㉑
㉔
㉕
㉘
㉙
㊹
�
�

が
〝
５
の

上
の
凸
〟（
１
９
９
０
年
）
③
～
⑤
⑨
⑪
⑲
㉑
㉟
㊷
�
�

�
�

を
そ
れ
ぞ
れ
提
唱
し
た
。

２
．
参
加
の
拡
大
段
階
（
第
２
段
階
：

１
９
９
０
年
頃
～
２
０
０
０
年
代
半
ば
）

日
本
の
取
組
み
が
世
界
を
リ
ー
ド
し

た
。
高
齢
化
①
～
⑤
⑦
⑧
⑩
～
⑭
⑰
⑱
㉒
～
㉙
㉛
㉜
㉞
～
㊷
㊽

～
㊿
�
�
�
�
�
�
�

も
国
際
的
課
題
に
な
っ
た
。

国
際
的
に
は
障
害
者
の
機
会
均
等
に

関
す
る
標
準
規
則
（
１
９
９
３
年
、
国
連
）、

国
際
高
齢
者
年（
１
９
９
９
年
、国
連
）な
ど
。

日
本
で
は
福
祉
用
具
法
（
１
９
９
３

年
）③
⑤
⑧
⑪
⑫
⑭
⑰
⑱
㉒
㉓
㊱
㊲
㊵
～
㊺
㊿
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

、
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
（
１
９
９
４

年
）
②
③
⑥
⑨
㉑
～
㉓
㉘
㉙
㉛
㊱
㊵
㊷
�
�
�
�
�
�

、
交
通

③
⑨
⑲
㉘
㊳
㊷
㊽
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
（
２
０
０
０
年
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

（
２
０
０
６
年
）
�

が
制
定
さ
れ
た
。
Ｅ
＆
Ｃ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
１
９
９
１
年
に
活
動
を

始
め
た
（
１
９
９
９
年
に
共
用
品
推
進
機
構
）。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
設
立
時
に
日
本
点
字

図
書
館
㉑
㉔
㊶
�
�
�
�
�
の
協
力
を
得
た
。
不

便
さ
③
⑤
⑧
⑪
⑫
⑭
⑰
⑱
㉒
㉓
㊱
㊲
㊵
～
㊹
㊼
�
�
�
�
�
�
～
�

�
�
�
�

調
査
〈
高
齢
（
１
９
９
９
年
）、
弱
視
③

⑤
⑧
⑪
⑫
⑭
⑰
⑱
㉒
㉓
㊱
㊲
㊵
～
㊹
㊼
�
�
�
�
�
�
～
�
�
�
�
�
�
と

知
的
㉞
�
�
と
子
供
（
２
０
０
０
年
）
㉞
�
�
�
�
�
�
、

聴
覚
（
２
０
０
２
年
）
③
⑤
⑧
⑪
⑫
⑭
⑰
⑱
㉒
㉓
㊱
㊲
㊵
～
㊹
㊼

�
�
、
全
障
害
（
２
０
０
４
年
）〉
を
行
い
、
並

行
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
規
格
化
②
⑥
⑦
⑬
㉑
㉖
～
㉚
㉝
～

㊱
�
�
～
�
�
〈
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
（
１
９
９
６
年
）

⑥
⑦
⑨
⑬
⑲
㉑
㉞
�
�
、
凸
記
号
と
包
装
・
容
器
⑤
～
⑦
⑬
⑯
⑲
～

㉑
㉘
㉜
㊹
㊿
�
�
�
と
操
作
性
（
２
０
０
０
年
）、
報
知
音

と
衣
料
品（
２
０
０
２
年
）�
�
�
な
ど
〉を
進
め
た
。

日
本
が
提
案
し
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
ガ
イ

ド
71
①
②
⑥
⑩
⑬
㉑
㉖
～
㉚
㉝
～
㉟
�
�

が
２
０
０
１
年

に
発
行
し
た
。
取
組
み
の
過
程
で
共
用

品
へ
の
当
事
者
団
体
の
連
携
が
進
ん
だ
。

３
．
権
利
の
国
際
化
段
階
（
第
３
段
階
：

２
０
０
０
年
代
半
ば
以
降
）

国
連
障
害
者
権
利
条
約
③
⑤
⑧
⑪
⑫
⑭
⑰
⑱
㉒

㉓
㊱
㊲
㊵
～㊹
㊼
�
�
�
�
�
�
～�
�
�
�
�

で
、
障
害
者

の
権
利
確
保
は
国
際
要
求
と
な
っ
た
。

日
本
は
条
約
の
締
結
に
向
け
法
の
整
備

を
進
め
た
。

条
約
は
２
０
０
１
年
か
ら
検
討
が
始

ま
り
２
０
０
６
年
に
採
択
、
２
０
０
８

年
に
発
効
し
た
。
日
本
は
２
０
１
４

年
に
締
結
し
た
。
条
約
は“N

othing 

about us w
ithout us !

（
わ
れ
わ
れ
の

こ
と
を
我
々
抜
き
に
決
め
る
な
！
）”

を

標
語
に
当
事
者
参
加
を
求
め
た
。
障

害
の
社
会
モ
デ
ル
に
準
拠
し
て
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
③
⑩
㉙
㉛
�
～
�
�
～
�
�
�

を
柱
と

し
、
共
用
品
を
含
む
社
会
環
境
�
～
�
�
�

～
�
�
�
�
～
�
�
�
�

の
役
割
が
増
し
た
。
合

理
的
配
慮
�
～
�
�
�
～
�

規
定
は
当
事
者

個
々
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
求
め
る
。

日
本
は
条
約
締
結
に
向
け
て
改
正
障

害
者
基
本
法
（
２
０
１
１
年
施
行
）
�
�
�
～
�

�

、
第
３
次
障
害
者
基
本
計
画
（
２
０
１
３

年
）�
�
�
�

、障
害
者
差
別
解
消
法（
２
０
１
６

年
施
行
）
�
～
�
�

を
制
定
し
た
。
共
用
品
推

進
機
構
は
メ
ン
バ
ー
が
内
閣
府
障
害
者

政
策
委
員
会
�
～
�

に
加
わ
り
政
策
に
寄

与
し
た
。

４
．ま
と
め

第
１
段
階
に
欧
米
で
障
害
者
の
権
利

や
参
加
の
理
念
が
提
唱
さ
れ
た
。
共
用

品
の
概
念
は
こ
の
段
階
の
終
わ
り
に
日

本
で
先
駆
け
て
提
唱
さ
れ
た
。
当
事
者

と
の
連
携
に
向
け
た
条
件
が
揃
っ
た
。

第
２
段
階
は
共
用
品
推
進
機
構
に
よ
る

不
便
さ
調
査
、
標
準
化
な
ど
を
通
じ
て

当
事
者
団
体
と
の
連
携
が
進
み
、
日
本

が
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
。
第
３
段
階
は

障
害
者
の
権
利
確
保
と
参
加
が
国
際
的

要
請
と
な
っ
た
。引
き
続
き
世
界
を
リ
ー

ド
で
き
る
か
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。



「共用品研究所」を創設（研究所活動報告：第１報）
共用品研究所長 後藤芳一 ( 日本福祉大学客員教授〈東京大学大学院教授〉）

設
置
の
背
景

共
用
品
推
進
機
構
は
１
月
１
日

に
、
機
構
内
に
共
用
品
研
究
所
を
設

け
ま
し
た
。
研
究
所
を
設
置
し
た
背

景
は
、
理
論
で
裏
づ
け
る
こ
と
で
共

用
品
の
普
及
を
側
面
支
援
す
る
こ
と

で
す
。共
用
品
を
め
ぐ
る
取
組
み
は
、

機
構
が
実
践
を
中
心
と
す
る
活
動
を

通
じ
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し

た
。
た
だ
、
国
際
的
に
取
組
み
が
広

が
り
、
国
内
で
も
障
害
者
差
別
解
消

法
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
展
望
し
て
社
会
の
要
請

が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
産
業
界

の
取
組
み
も
積
極
化
し
て
高
度
な
情

報
、
理
論
、
エ
ビ
デ
ン
ス
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

期
待
す
る
効
果

現
場
に
根
ざ
し
関
係
者
が
協
力
し

て
深
め
て
き
た
共
用
品
は
、
変
化
す

る
社
会
経
済
環
境
の
も
と
で
更
に
価

値
を
発
揮
し
ま
す
。
過
去
か
ら
蓄
積

し
た
事
例
を
分
析
す
る
こ
と
で
先
へ

の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。
理
論
で

整
理
す
る
こ
と
で
共
用
品
に
新
た
な

革
新
を
生
み
、
今
後
も
日
本
の
取
組

み
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
（
実
践
と
理
論
は

「
車
の
両
輪
」）。企
業
へ
の
情
報
提
供
、

研
究
成
果
の
発
信
と
交
流
、
初
学
者

へ
の
道
案
内
、
政
策
へ
の
提
言
、
こ

れ
ら
を
通
じ
て
不
便
さ
の
あ
る
当
事

者
へ
の
一
層
の
寄
与
を
め
ざ
し
ま
す
。

主
な
活
動

活
動
は
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
交
流
・

発
表
、対
外
発
信
な
ど
を
行
い
ま
す
。

当
面
の
活
動
の
柱
は
４
つ
で
す
。
第

１
は
、
統
計
（
市
場
規
模
）
の
整
備

で
す
。
１
９
９
５
年
度
か
ら
公
表
し

て
い
ま
す
が
、
時
代
に
合
わ
せ
た
定

義
の
更
新
、
数
量
的
分
析
を
行
い
、

政
策
や
経
営
に
活
用
で
き
る
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
第
２
は
、
文
献
の
収

集
と
整
理
で
す
。
学
術
論
文
、
報
告

書
、
企
画
書
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
寄
稿

な
ど
共
用
品
に
関
わ
る
文
献
が
蓄
積

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
提
供
し
ま

す
。
第
３
は
、
研
究
成
果
の
共
有
で

す
。
会
員
が
試
み
た
解
決
策
、
分
析

の
成
果
、
理
論
的
提
言
な
ど
を
随
時

発
表
会
を
行
う
な
ど
し
て
共
有
し
ま

す
。
節
目
に
は
対
外
的
な
発
表
・
報

告
を
行
い
ま
す
。
第
４
は
、
機
構
本

体
が
直
面
す
る
課
題
の
う
ち
掘
り
下

げ
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
検
討
し
ま

す
。
本
体
を
支
援
す
る
と
と
も
に

日
々
の
課
題
か
ら
革
新
を
生
む
鍵
を

見
つ
け
ま
す
。
当
事
者
を
は
じ
め
実

践
し
て
い
る
人
が
理
論
的
に
整
理
し

て
発
信
す
る
と
一
層
の
力
を
持
ち
ま

す
。
今
後
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま

す
。
研
究
や
教
育
へ
の
活
用
も
め
ざ

し
ま
す
。
活
動
の
内
容
は
状
況
を
み

て
随
時
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

体
制
と
運
営

体
制
は
会
員
制
と
し
て
、
会
員
は

機
構
の
法
人
／
個
人
賛
助
会
員
か
ら

募
り
ま
す
。
運
営
委
員
会
を
設
け
て

機
構
事
務
局
と
密
に
連
絡
を
取
り
つ

つ
日
ご
ろ
の
運
営
を
行
い
ま
す
。
運

営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小こ
だ
か高

公と
も
あ
き聡(

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
ラ
ル
テ
ィ)

、
後
藤

芳
一
（
日
本
福
祉
大
学
）、
凌
し
の
ぎ

竜た
つ
や也

(
日
本
能
率
協
会)

、
土ど

い井
幸こ
う
き輝
（
国

立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
）、

藤ふ
じ
も
と本
浩ひ
ろ
し志
（
早
稲
田
大
学
）、
星
川

安
之
（
共
用
品
推
進
機
構
）、
松ま
つ
も
り森

ハ
ル
ミ
（
早
稲
田
大
学
）、山や

ま
う
ち内
繁し
げ
る（
支

援
技
術
開
発
機
構
）、
山や
ま
か
わ川
良り
ょ
う
こ子
（
共

用
品
推
進
機
構
）（
50
音
順
、敬
称
略
）

で
す
。
所
長
は
後
藤
が
務
め
ま
す
。

会
員
は
、
新
年
度
か
ら
募
集
す
る

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

経
緯
を
整
理
す
る
と
、
昨
年
３
月

に
開
か
れ
た
機
構
の
理
事
会
と
評
価

委
員
会
で
２
０
１
６
年
度
事
業
で
設

置
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
12
月
13
日
に
関
係
者
（
運
営
委

員
予
定
メ
ン
バ
ー
）
で
準
備
の
打
合

せ
を
行
い
１
月
１
日
に
発
足
し
ま
し

た
。
運
営
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
に
３

回
（
１
月
17
日
、
２
月
21
日
、
３
月

23
日
）、
機
構
の
会
議
室
で
開
き
ま
し

た
。今
後
も
こ
の
ペ
ー
ス
で
開
き
ま
す
。

第１回運営委員会（共用品推進機構会議室）
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講座　稀少難病「表皮水疱症」

北
海
道
か
ら
！

平
成
29
年
１
月
19
日
、
共
用
品

推
進
機
構
会
議
室
に
お
い
て
講
座

「
稀
少
難
病
『
表
皮
水
泡
症
』
を
学

ぶ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
共
催
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
皮
水
疱
症
友
の
会

D
ebRA　

Japan

、
公
益
財
団
法
人

共
用
品
推
進
機
構
）。
講
師
は
三
名

で
、
皮
膚
科
医
の
新し
ん
く
ま熊
悟さ
と
るさ
ん
、
友

の
会
を
設
立
さ
れ
た
宮み
や
も
と本

恵け
い
こ子

さ
ん

友
の
会
会
員
の
石い
し
い井
さ
ん
の
、
い
ず

れ
も
当
事
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

表
皮
水
疱
症
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
二
度
『
イ
ン
ク
ル
』
誌
上
に

て
報
告
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
北

海
道
在
住
の
皆
さ
ん
が
都
内
に
揃
わ

れ
る
と
い
う
得
が
た
い
機
会
を
生
か

し
た
講
座
で
し
た
。
直
前
の
告
知

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

出
席
者
の
方
々
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

病
気
の
イ
ロ
ハ
か
ら
現
状
ま
で

星
川
事
務
局
長
に
よ
る
趣
旨
説
明

に
始
ま
り
、ま
ず
は
新
熊
先
生
か
ら
、

表
皮
水
疱
症
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

症
状
の
説
明
、
治
療
の
現
状
、
北
海

道
大
学
に
新
設
さ
れ
た
専
門
外
来
の

開
設
経
緯
や
現
状
な
ど
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

新
熊
先
生
が
、
日
々
、
全
国
の
医

療
機
関
を
飛
び
回
っ
て
こ
の
稀
少
難

病
の
周
知
に
尽
力
し
、
全
国
の
患
者

や
医
療
関
係
者
と
向
き
合
っ
て
お
ら

れ
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

新
熊
先
生
の
念
願
で
あ
っ
た
専
門

外
来
の
設
置
が
本
当
に
画
期
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。
何
よ

り
も
自
身
、
患
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
こ
の
道
に
進
み
、
現
在
力
強
く
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、
強
い
説

得
力
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

石
井
さ
ん
か
ら
は
率
直
な
生
活
上

の
不
便
さ
を
具
体
的
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ

た
を
開
け
る
の
が
難
し
い
。
後
背
部

の
患
部
の
手
当
て
が
難
し
い
。
水
仕

事
の
苦
労
。
皮
膚
が
た
だ
れ
や
す
い

の
で
合
併
症
や
貧
血
に
な
り
や
す
い

こ
と
。
痛
み
や
痒
み
に
よ
っ
て
睡
眠

に
支
障
が
で
る
こ
と
な
ど
。

お
話
に
聞
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
因

果
関
係
も
理
解
で
き
て
な
る
ほ
ど
そ

う
だ
ろ
う
な
、
と
納
得
す
る
の
で
す

が
、
や
は
り
実
際
に
聞
か
な
い
と
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
な
、
と
感
じ

ま
す
。
生
活
の
場
面
に
即
し
て
お
話

し
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
想
像
し
や
す
く
、
ま
こ
と

に
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

そ
し
て
、
十
周
年
を
迎
え
る
友
の

会
を
設
立
さ
れ
た
宮
本
恵
子
さ
ん
か

ら
は
、
指
定
難
病
と
は
、
患
者
数
の

推
移
、
症
状
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

写
真
に
よ
る
解
説
と
、
友
の
会
の
発

足
の
経
緯
、
世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
全
体
像
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
へ
の
地
道
な

働
き
掛
け
に
よ
る
被
覆
材
の
認
可
な

ど
も
、
き
っ
と
さ
ら
に
多
く
の
例
が

あ
る
の
だ
ろ
う
な
と
頭
が
下
が
る
思

い
で
し
た
。

ま
た
、
皮
膚
の
爛
れ
な
ど
が
目
に

つ
く
こ
と
に
よ
る
差
別
・
偏
見
な
ど

が
あ
る
こ
と
も
、
率
直
に
お
話
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
伝
染
す
る
と
思
わ

れ
避
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
も
、
ま
だ
ま
だ
医
療
関
係
者
の
間

で
あ
っ
て
も
き
ち
ん
と
し
た
情
報
が

共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
し

ま
す
。

こ
こ
十
年
の
宮
本
さ
ん
の
歩
み
の

実
績
と
現
在
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に

す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
で
し
た
。

共
用
品
に
は
何
が
で
き
る
か

講
演
を
受
け
て
、
星
川
事
務
局
長

よ
り
、
共
用
品
に
で
き
る
こ
と
を
ど

う
考
え
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
製

品
の
配
慮
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
プ

レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
手
で
掴

む
・
つ
ま
む
、
重
い
も
の
が
持
て
な

い
、
皮
膚
に
や
さ
し
い
素
材
を
生
か

す
に
は
、
な
ど
、
今
後
は
こ
こ
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
の
だ
な
、

と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
の
質
疑
も
活
発
で
、
ま

ず
は
知
る
こ
と
、
周
知
さ
せ
る
こ

と
、
周
囲
の
配
慮
と
し
て
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る
こ
と
、
な
ど
多
様
な

視
点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
上
が
り
ま

し
た
。

今
後
に
つ
な
が
る
講
座
で
し
た
。

山
川
良
子
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平
成
29
年
度
共
用
品
推
進
機
構
事
業
計
画

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
３
月
２

日
（
木
）、
第
13
回
定
時
理
事
会
に
て
、

平
成
29
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

共
用
品
推
進
機
構
が
発
足
当
初
か
ら

掲
げ
て
い
る
、「
調
査
・
研
究
」、「
標
準

化
の
推
進
」、「
普
及
・
啓
発
」
の
３
つ

の
視
点
か
ら
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

【
調
査
・
研
究
】

使
用
す
る
人
達
の
声
を
モ
ノ
づ
く
り
に

反
映弊

機
構
は
、
発
足
当
初
か
ら
、
高
齢

者
・
障
害
の
あ
る
人
達
が
日
常
生
活
を

送
る
上
で
感
じ
る
不
便
さ
を
調
査
し
て

き
ま
し
た
。
４
年
前
か
ら
は
良
か
っ
た

こ
と
の
調
査
も
開
始
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
生
の
声
は
、
モ

ノ
づ
く
り
や
環
境
整
備
を
行
う
人
達
に

活
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
実
施

す
る
と
共
に
、
共
用
品
市
場
推
計
調
査

等
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
調
査
・
研
究

内
容
を
分
か
り
や
す
い
形
で
提
供
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

【
標
準
化
の
推
進
】

よ
り
多
く
の
人
が
使
え
る
配
慮
ポ
イ
ン
ト

日
常
生
活
の
不
便
さ
が
、
ち
ょ
っ
と

し
た
配
慮
に
よ
っ
て
解
消
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮

を
共
通
に
す
る
こ
と
を
標
準
化
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
規
格
は
す
で
に
37
件
に
な

り
、
多
く
の
製
品
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
規
格
の
内
容
に
は
、
多

く
の
人
達
に
役
立
つ
モ
ノ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
難
し
い
表
現
が
多
く
、

分
か
り
や
す
さ
の
面
か
ら
は
課
題
も
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
昨
年
よ
り
取
り
組
ん
で

い
る
新
規
の
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ

ス
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
連
動
さ
せ
て
、

様
々
な
標
準
化
の
配
慮
、「
ち
ょ
っ
と

し
た
配
慮
」
が
分
か
り
や
す
い
形
で
、

多
く
の
人
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
に

検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

標
準
化
の
事
業
は
、
海
外
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
国
際
標
準
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
普
及
・
啓
発
】

ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
活
動

弊
機
構
が
発
足
し
て
20
年
近
く
経
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
共
用
品
の
配

慮
や
活
動
の
内
容
を
多
く
の
方
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

共
用
品
関
連
の
話
を
聞
い
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
方
々
か
ら
は
、毎
年「
こ

れ
だ
け
良
い
配
慮
が
、
な
ぜ
多
く
の
人

に
知
ら
れ
な
い
の
か
」、「
共
用
品
推
進

機
構
の
活
動
は
も
っ
と
知
ら
せ
る
必
要

が
あ
る
」
な
ど
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま

す
。弊

機
構
の
最
終
の
目
的
は
、
共
用
品

が
当
た
り
前
に
な
る
社
会
で
す
の
で
、

弊
機
構
が
知
ら
れ
る
存
在
に
な
ら
な
く

て
も
良
い
の
で
す
が
、「
顔
で
あ
る
団

体
名
が
知
ら
れ
て
い
な
い
と
、
共
用
品

の
配
慮
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

機
会
も
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

ご
指
摘
も
ご
も
っ
と
も
で
す
。
こ
れ
ら

の
ご
指
摘
を
受
け
、
弊
機
構
の
活
動
自

体
を
展
示
会
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ

て
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

共
用
品
推
進
機
構
の
事
業
計
画
は
、

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ディスクロージャー
http://www.kyoyohin.org/ja/organization/

disclisure.php
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ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
Ａ
Ｄ
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
開
催

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
２
月

20
日
（
月
）、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア
ジ
ア
青
少

年
セ
ン
タ
ー
（
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
）
に
て
、「
Ａ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
７
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、

１
２
４
名
が
参
加
し
大
盛
況
と
な
っ

た
。

主
催
は
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進

協
議
会

Ａ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
任
意
団
体

「
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議

会
（
Ａ
Ｄ
Ｃ
）」
が
、
毎
年
２
月
に
開

催
し
Ａ
Ｄ
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
Ａ
Ｄ
Ｃ
は
、
２
０
０
３
年
に

家
電
製
品
、
ガ
ス
・
石
油
機
器
、
住
宅

機
器
、
福
祉
用
具
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
公

共
交
通
機
関
な
ど
の
普
及
・
促
進
に
取

り
組
む
業
界
団
体
が
、高
齢
者
並
び
に
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
工
夫
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
け
ば
良
い
か
を
業
界
の
枠
を
越
え

て
検
討
し
、
関
連
す
る
情
報
を
共
有
す

る
た
め
に
発
足
し
た
団
体
で
、
世
界
で

も
類
を
見
な
い
業
界
横
断
的
な
組
織
で

あ
る
。

発
足
当
初
か
ら
年
１
回
、
そ
の
時
々

の
社
会
的
背
景
と
Ａ
Ｄ
・
福
祉
用
具
が

関
連
す
る
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
て
い
る
。

Ａ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
の
テ
ー
マ

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
使
い
や
す
い

モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
に
す
る
た
め

に
～
Ａ
Ｄ
研
究
分
野
と
産
業
分
野
の
連

携
に
つ
い
て
～
」
で
あ
っ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
経
済
産
業
省
の

高た
か
は
し橋

玲れ
い
こ子

氏
（
産
業
技
術
環
境
局
国
際

標
準
課
工
業
標
準
専
門
職
）
に
、「
ア
ク

セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
Ａ
Ｄ
）
の
現
状
と

課
題
」と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

標
準
化
の
必
要
性
と
、
標
準
化
に

よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
と
公

に
し
、ど
ん
ど
ん
褒
め
て
い
く
べ
き
で
、

障
害
の
あ
る
当
事
者
か
ら
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
モ
ノ
づ
く
り

に
は
必
要
と
述
べ
た
。

事
例
を
多
く
用
い
た
講
演
に
満
足

来
場
者
の
多
く
が
、
倉く
ら
か
た片
憲け
ん
じ治
氏
と

野の
ぐ
ち口
浩こ
う
い
ち一
氏
の
講
演
に
対
し
て
、「
実

例
を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
講
演
だ
っ

た
」
と
感
想
を
寄
せ
た
。

（
国
研
）
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
倉

片
氏
は
、
研
究
者
の
立
場
で
「
Ａ
Ｄ
研

究
を
産
業
に
活
か
す
た
め
に
」
ど
の
よ

う
に
配
慮
す
る
と
良
い
か
を
、
国
内
標

準
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）、
国
際
標
準
規
格

（
Ｉ
Ｓ
）、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
用
い
て

簡
潔
に
説
明
。
国
際
機
関
と
の
連
携
で

は
、
Ａ
Ｄ
が
今
後
さ
ら
に
期
待
さ
れ
る

分
野
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

（
株
）
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
の
野
口

氏
は
、「
分
か
り
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
・

情
報
の
あ
り
方
～
み
ん
な
が
楽
し
め
る

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
取
り
組
み

～
」
と
し
て
、
障
害
の
あ
る
ゲ
ス
ト
へ

の
様
々
な
配
慮
や
工
夫
を
、
実
例
や
、

聞
き
な
れ
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の

音
楽
や
映
像
を
交
え
て
紹
介
。
障
害
の

あ
る
ゲ
ス
ト
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
を
楽
し
む
た
め
の
情
報
が
満
載
で

あ
っ
た
。

最
後
に
Ａ
Ｄ
Ｃ
幹
事
で
弊
機
構
専
務

理
事
星
川
安
之
か
ら
、
Ａ
Ｄ
最
新
情
報

報
告
が
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
次
年
度
の
テ
ー
マ
に

関
し
て
、
た
く
さ
ん
の
要
望
を
頂
い
て

お
り
、
来
年
度
も
有
用
な
情
報
提
供
、

共
有
が
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

森も
り
か
わ川
美み

わ和

ＡＤシンポジウム会場
http://www.kyoyohin-news.org/

archives/52049069.html
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つ ま や あきら

「特集 当事者団体と共用品」で、妻屋 明 さんを偲ぶ 【事務局長だより】星川安之
今回の特集が「当事者団体と共用品」と決まった

時、真っ先に話をうかがおうと決めていた妻屋明さ
ん（76 歳）が、２月９日、肺炎のためご逝去された。

妻屋さんは、昭和 53 年４月に全国脊髄損傷者連
合会神奈川県支部の事務局長に就任され、その後平
成 14 年３月に同連合会が社団法人全国脊
髄損傷者連合会になる際、会長に就任され
現在に至るまで 39 年間の長きに亘り、一
貫してバリアフリー社会の実現に向けて大
きな力と成果を出された。共用品推進機構
では、平成 11 年の財団設立時より評議員
を務めて下さり、昨年６月からは評議員会
会長として、常に正しい方向へと舵取り役
を担って下さった。

平成９年に共用品推進機構が実施した
「車いす使用者の日常生活の不便さに関する調査」
に、全面的に協力して下さったのが全国脊髄損傷者
連合会を率いる妻屋さんだった。同会の会員 317 名
からの多くの不便さの声は数字と共に示され、車い
す使用者の不便さの可視化に大きく貢献した。階段
を上る・下るには 66.9％、バスの乗り降りをする
55.2％、切符を買う 27.4％、洗濯をする 25.2％の人
たちが不便を感じると答えている。

調査報告書の終わりに妻屋さんは「車いすを常用
している重度身体障害者が病院や施設から社会復帰
を成し遂げる時代になったが、だからといって地域
で普通に暮らせるようになったというわけではない。

今回の調査では車いす使用者の不便さがほぼ網羅さ
れている。多くの問題を改善させる方法として共用
品という新しい考え方が、私達車いす使用者の不便
さを少なからず解消してくれるのではないかと期待
している」と結ばれている。

その後、バリアフリー法を作る政府委員
会の委員に就任した妻屋さんは、「委員会
での私の発言は、多くの仲間の声がつまっ
た『不便さ調査報告書』が基であったため、
説得力が大きく、多くの意見が法律に採用
されました」と、昨年７月発行の『インクル』
で述べられている。

不便さ調査から 16 年たった平成 25 年、
不便さ調査ではなく「良かったこと調査」
を行いたいと妻屋さんに相談したところ、

後に「良かったこと調査は、私の目からウロコを落
としてくれた。今まで、車いす使用者の立場で不便
さを指摘してきたのとは真逆。みんなで良かったこ
とを確認しようという発想の大転換だった」と、話
してくれた。良かったこと調査ができるのは、事故
で脊髄損傷になった妻屋さんが、どんな障害があっ
ても住みやすい社会にしたいと 39 年間、戦い続け
た成果に他ならない。

妻屋さんからバトンを受け取った多くの人たちは
それぞれの現場で活動を続けながら、さらに多くの
人にバトンを渡している。妻屋さんの願いと思いは
確実に引き継がれている。

妻屋明さん

共用品通信
【イベント】
「AD シンポジウム 2017」開催（２月 20 日）
【会議】
第３回消費生活用製品の音声案内 JIS 検討委員会（１月 20 日）
第２回操作性親委員会（１月 23 日）
第３回 AD 認証委員会（１月 31 日）
第２回家電製品並びに家事等に関する良かったこと調査委員会

（２月 14 日）
第２回 TC159 国内検討 WG 委員会（２月 16 日）
【講義・講演】
共用品講座 表皮水疱症講座（１月 19 日）
宮崎県椎葉村で講演（２月 19 日）
【報道】
□トイジャーナル 共用品が広げる新たな可能性
・不便さ調査から生まれる便利製品 １月号
・みんなの会議で共用品・UDを ２月号
□日本経済新聞 モノごころ ヒト語り
・自動販売機 -省エネと利便性追求（１月14日）
・消火器 -暮らしの「あわや」に備え（２月18日）

□JADMAニュース（日本通信販売協会 機関誌）UDのススメ
・コンビニエンスストアに関する「良かったこと調査」（１・２月号）
□厚生福祉（時事通信社）アクセシブルデザインの世界
・マイサイズ！あなたに合わせたモノ展（１月６日）
・世界初のコンテスト（１月13日）
・一つの扉が閉まると（１月17日）
・シャンプーとリンスの識別は？（２月３日）
・ボディソープでのたすきリレー（２月７日）
□文藝家協会ニュース 共用品の話
・料理のサポート用品（１月号）
□エルダリープレス（高齢者住宅新聞）「モノ・コト」語り
・表皮水泡症 友の会（１月号）
・壬生のおもちゃ博物館（２月号）
□シルバー産業新聞 私は共用品
・世界初のコンテスト（１月号）
・家電製品の良かったこと調査（３月号）
□福祉介護テクノプラス より多くの人が使えるモノ・サービス
・ガイド71の改定とアクセシブルデザイン推進協議会（２月号）
・指定難病 表皮水疱症（３月号）
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